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テーマ4：研究開発の概要

■目的

• 環境認証制度は、環境配慮を評価・認証する
ことで、環境保全の実効性を高め、持続可能
な社会への移行を加速させる重要な手段です

• ここではグリーンインフラ認証制度を検討し、
社会実装することにより、グリーンインフラを
推進し、持続可能な社会の構築を目指します

• あわせて生物多様性クレジットなどの自然由
来クレジットの活用可能性を検討します

■研究内容

• 個別事業を対象とした認証制度の検討

• 自治体を対象とした認証制度の検討

• 生物多様性クレジット等に関する検討

持続可能な社会

グリーンインフラの推進

良好なグリーンインフラの提供

グリーンインフラ認証制度

※生物多様性クレジットは、保全・再生・創出によって生じた生物多様性の価値・効果を科学的に定量評価し、第三者が認証した成果をクレジット化する仕組みです。

これは、グリーンインフラの価値や効果を認証する制度と相互補完的であり、両者は自然資本の可視化と市場評価を支える両輪として機能します。
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テーマ4：研究開発内容のポイント・社会実装の考え方①

グリーンインフラの取組に含まれる多様な機能を評価する

■制度設計のポイント

• 認証対象は自治体全体とする

• グリーンインフラの多様な機能を評価するた
め「防災等」「自然環境等」「地域活力」の大項
目ごとに1つ以上の機能を有することが条件

• 既存資料を活用し、グリーンインフラ機能を特
定し、計画への反映・具体の取組みを評価

• 認証に複数レベルを設定し、認証取得と再評
価を繰り返すことで、GIの推進を図る

■自治体認証のメリット

• 自治体の国外・国内での競争力の向上

• ウェルビーイングを含む住民サービス・満足度
の向上、人口の増加

• 企業や投資家との連携、投資の促進

【自治体を対象としたグリーンインフラ認証の制度設計】
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テーマ4：研究開発内容のポイント・社会実装の考え方②

グリーンインフラ認証（自治体）の評価手順

STEP2 自治体内の自然が有する機能の現状マップ

STEP４ グリーンインフラの取組が計画に記載

【自治体を対象としたグリーンインフラ認証の制度設計】
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テーマ4：研究開発内容のポイント・社会実装の考え方③

■個別事業を対象としたグリーンインフラ認証の制度設計

• 個別事業を対象とした制度設計

• グリーンインフラの現状と効果を定量的に把握

• いなべ市での取組みによる具体的検討

■生物多様性クレジット等に関する検討

• 海外事例の情報収集分析

• 日本での活用可能性の検討

• 河川事業などでの具体的な検討

【その他の検討課題】
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